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中学生の部活動における顧問のリーダーシップが学
校適応に及ぼす影響について





















































































































































































































































































































因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 共通性
Ⅰ人間関係の調整　α =.85
気まずい雰囲気があると解きほぐしてくれる .81 .03 -.20 .58
失敗したときなどは冗談を言って励ましてくれる .78 .09 -.27 .57
部員の悩みには親切に相談にのってくれている .77 -.07 .05 .55
部員全員がなじめるような雰囲気を作る努力をしている .64 .14 .06 .62
部全体を上手くまとめている .58 .13 .19 .65
集団外出するときは中心になってまとめている .45 -.25 .33 .26
いい結果がでたらほめてくれる .41 -.01 .32 .38
Ⅱ技術指導　α =.90
技術やコツなどを上手に教えている .00 95 -.07 .83
所属している部についての専門的知識や優れた知識を持っている -.00 .84 -.03 .68
練習のときはお手本を見せて指導している -.08 .83 .03 .63
練習内容や計画をわかるように教えている .13 .62 .16 .70
部の目標を中心になって立てている -.01 .54 .19 .45
失敗したときは失敗した人を責めるのではなく，技術について注意を与えている .30 .53 -.01 .57
Ⅲ規範的指導　α =.84
厳しく命令したり，注意したりしている -.23 -.10 .87 .55
練習に遅れたり，黙って休んだら厳しく注意する -.09 .27 .64 .63
練習態度が悪いときには注意している -.05 .19 .60 .52
練習中の服装が部活にふさわしくなければ，厳しく注意している .08 .15 .59 .56
























因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ 共通性
Ⅰ顧問のリーダーシップへの満足　α =.90
顧問に従えばうまくなると思う .86 -.03 .03 -.05 .72
顧問を目標としたい .83 -.02 .06 -.08 .68
顧問のもとで練習できることはうれしい .80 -.06 .02 .05 .63
顧問の意見は正しいと思う .76 .09 .01 -.03 .65
他の人に顧問を代ってほしくない .76 .02 -.14 .17 .61
Ⅱ集団凝集性　α =.81
共通の目標に向かって一丸になっている .10 .67 .21 -.16 .60
部員みんなを信頼している -.03 .67 -.13 .25 .58
部員一人ひとりの意思を大切にしている .07 .60 -.01 .06 .44
お互いにうまくなろうとする雰囲気にある -.02 .58 .17 -.02 .43
意見を率直に言える雰囲気にある .00 .52 -.25 .22 .35
一人ひとりが目標に向かって活動している -.01 .50 .11 -.02 .30
自分たちが主体になっている -.08 .47 .16 .03 .30
Ⅲ積極的活動　α =.78
誰よりも上手になろうと努力している -.00 -.02 .82 -.09 .60
辛い練習でも自分に役立ちそうであれば積極的に練習している .01 -.10 .59 .38 .59
練習以外にも自分のできる目標を立てて練習している .12 .11 .57 -.05 .45
部活動に積極的に参加している -.04 -.01 .56 .22 .43
試合に勝つことなど成績を残すことを大きな目標としている -.03 .17 .42 -.05 .23
Ⅳ雰囲気への満足　α =.74 .
部活は楽しい .03 -.09 .10 .87 .77
部員みんなと一緒にいると楽しい .05 .12 .01 .52 .40
部活に来ても居心地が良くない -.02 .21 -.01 .49 .34
因子相関
因子Ⅰ .45 .43 .26
因子Ⅱ .47 .52
因子Ⅲ .38



















































































































































































































































































































































































































 Table 3　顧問のリーダーシップの因子構造（重みづけなし最小 2乗法　プロマックス回転）
因子Ⅰ 因子Ⅱ 共通性
Ⅰ 目標へのコントロール　α =.90
所属している部についての専門的知識や優れた知識を持っている .83 -.18 .63
練習内容や計画をわかるように教えている .80 -.09 .60
技術やコツなどを上手に教えている .78 .01 .62
練習のときはお手本を見せて指導している .75 -.06 .54
部の目標を中心になって立てている .72 -.10 .49
部員みんなができるような計画を立てている .67 .02 .46
先輩に対する態度（言葉遣いなど）などはきちんと指導している .64 .08 .45
練習態度が悪いときには注意している .63 .17 .49
厳しく命令したり，注意したりしている .62 -.09 .36
練習中の服装が部活にふさわしくなければ，厳しく注意している .47 .17 .31
練習に遅れたり，黙って休んだら厳しく注意する .43 .35 .39
Ⅱ 人間関係の調整　α =.76
気まずい雰囲気があると解きほぐす -.04 .84 .69
悩みには親身に相談にのっている -.08 .61 .35
いい結果がでたらほめている -.03 .59 .34
部員全員がなじめるような雰囲気を作る努力をしている .11 .54 .34
失敗したときなどは冗談を言って励ましている -.19 .53 .26
部全体を上手くまとめている .27 .46 .36
因子相関
因子Ⅰ .29
































































高群 中群 低群 合計
人数 46 35 23 104
高群 期待度数 36.4 33.8 33.8 104.0
残差 2.8 ＊＊ .4 -3.2 ＊＊
人数 19 24 30 73
中群 期待度数 25.5 23.7 23.7 73.0
残差 -2.0 ＊ .1 2.0 ＊
人数 6 7 13 26
低群 期待度数 9.1 8.5 8.5 26.0
残差 -1.4 -.7 2.0 ＊
合計 71 66 66 203
＊：ｐ＜ .05　＊＊：ｐ＜ .01
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Influences of Teachers’ Leadership Style on Adjustment to Club Activities
and Schools in Adolescents
WATANABE Yayoi and OOSHIGE Tasuku
The purposes of the present research were to 1) examine the influences of teachers’ leadership
style on subjective adjustment to club activities and school, 2) investigate the gap between teachers’
evaluation about their own leadership style and students’ one about their teachers’ leadership style.
Participants in Study I were 263 junior high school students who belonged to extracurricular clubs. In
Study I using factor analysis on the data, 3 main factors were extracted: “maintenance of
interpersonal relations”, ”guidance of technique and training” and “emphasis on normative attitude”.
The result shows that teachers’ leadership which concerns interpersonal relations tend to enhance
students’ subjective adjustment to club activities and the school.  In Study II, participants were 203
students and 40 teachers. When teachers emphasize students’ harmonious relations in their club
activities, students accurately recognize teachers’ intention concerning the leadership style.
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